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平
成
28
年
９
月
20
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

第
２
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て

今
後
の
議
論
を
進
め
て
い
く
上
で
財
源
の
裏
付
け
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
６
月
開
催
の
委
員
会
で
執
行
部
に
提
示
を
求
め
て

き
た
今
後
10
年
間
の
長
期
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
の
資
料
が
提
出

さ
れ
、
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
将
来
負
担
も
含
め
て
適
切
に
事
業
債
を
起

こ
し
て
起
債
残
高
を
増
や
す
工
夫
を
す
る
、
国
や
県
の
補
助
金
や

交
付
金
を
も
っ
と
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
、
財
政
計
画
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

２　

火
葬
場
に
つ
い
て

南
遠
地
区
聖
苑
は
昭
和
56
年
に
供
用
を
開
始
し
、
25
年
度
か
ら

老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め
の
耐
震
補
強
工
事
及
び
焼
却
炉
補
修
工

事
な
ど
が
実
施
さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

施
設
耐
用
年
数
の
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
議
会
に
お
い
て
も
、
火
葬
場
に
つ
い
て
は

市
単
独
で
建
設
を
す
る
の
か
、
現
在
の
広
域
施
設
組
合
（
御
前
崎

市
と
牧
之
原
市
（
旧
相
良
町
地
区
））
で
建
設
を
す
る
の
か
、
議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
議
論
は
25
年
度
よ
り
進
展
が
な
い

た
め
、
早
期
解
決
に
向
け
て
、
次
の
よ
う
な
申
入
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

平
成
28
年
９
月
20
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

原
子
力
災
害
に
係
る
広
域
避
難
計
画
に
つ
い
て

原
子
力
災
害
に
係
る
広
域
避
難
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
、
執
行

部
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

国
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
原

子
力
災
害
対
策
指
針
を
定
め
、
避
難
を
開
始
す
る
条
件
や
タ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
の
基
本
的
な
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
市
は
、
県
と
関
係

11
市
町
と
連
携
を
図
り
、
広
域
避
難
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
公
表
は
平
成
29
年
３
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
退
域

時
検
査
場
所
や
簡
易
除
染
の
検
査
場
所
の
候
補
地
の
確
定
、
避
難

経
路
及
び
避
難
手
段
の
確
保
に
お
け
る
関
係
機
関
と
の
協
力
体
制

の
強
化
、
避
難
経
路
で
の
燃
料
確
保
、
積
雪
の
時
期
に
長
野
県
へ

避
難
す
る
場
合
の
除
雪
対
策
、
病
院
や
社
会
福
祉
施
設
、
学
校
等

の
避
難
計
画
策
定
の
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
な
ど
多
く
の
課
題
が

未
決
定
で
あ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

２　

中
部
電
力
㈱
か
ら
の
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
状
況
に
つ
い
て

現
在
、
浜
岡
原
子

力
発
電
所
で
進
め
ら

れ
て
い
る
安
全
性
向

上
対
策
工
事
の
進
捗

状
況
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、

４
号
機
の
フ
ィ
ル
タ

ベ
ン
ト
排
気
筒
配
管

工
事
や
海
水
取
水
ポ

ン
プ
の
竜
巻
対
策
、

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
搬
出

待
エ
リ
ア
、
ポ
ン
プ

等
点
検
エ
リ
ア
、
防

火
帯
設
置
状
況
な
ど

を
視
察
し
ま
し
た
。

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

平
成
28
年
９
月
14
日
・
15
日
・
16
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
開
催

し
、
付
託
さ
れ
た
２
議
案
に
つ
い
て
、
関
係
部
課
長
か
ら
細
部
に

わ
た
る
内
容
の
説
明
を
求
め
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
及
び
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
て
決
定
し
、
次
の
よ
う

な
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

１　

議
案
第
59
号　

平
成
28
年
度
御
前
崎
市
一
般
会
計
予
算
の
補

正(

第
１
号)

に
つ
い
て

【
社
会
教
育
課
】

井
伊
直
虎
に
関
す
る
観
光
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に

担
当
課
の
整
理
一
元
化
を
図
る
よ
う
求
め
る
。

２　

認
定
第
１
号　

平
成
27
年
度
御
前
崎
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

【
税
務
課
】

市
税
の
税
収
確
保
に
向
け
て
、
公
共
事
業
及
び
物
品
の
購
入
に

つ
い
て
は
優
先
的
に
市
内
か
ら
調
達
す
る
よ
う
求
め
る
。
や
む
を

得
ず
市
外
業
者
か
ら
の
取
引
に
対
し
て
は
、
市
内
へ
の
営
業
所
設

置
な
ど
の
促
進
に
つ
い
て
、
担
当
課
と
合
議
の
う
え
推
進
す
る
よ

う
求
め
る
。

【
秘
書
政
策
課
】

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
と
比
べ
て
著
し
く
成
果

が
上
が
っ
て
い
な
い
。
つ
い
て
は
、
よ
り
一
層
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
確
保
に
向
け
、
金
券
の
発
注
な
ど
を
勘
案
す
る
中
で
事
業
推
進

を
求
め
る
。

【
防
災
課
】

熊
本
地
震
の
教
訓
を
生
か
し
て
県
の
四
次
被
害
想
定
に
対
応
す

べ
く
、
住
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
努
め
る
よ
う
求
め
る
。

【
商
工
観
光
課
】

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
は
、
市
内
経
済
活
性
化
に
向
け

て
の
重
要
な
施
策
で
あ
り
鋭
意
取
り
組
む
よ
う
求
め
る
。

【
農
林
水
産
課
】

農
業
従
事
者
確
保
の
た
め
、
組
合
及
び
農
業
法
人
化
に
向
け
鋭

意
取
り
組
む
よ
う
求
め
る
。

【
都
市
建
設
課
】

防
災
対
策
に
向
け
、
無
電
柱
化
・
主
要
避
難
道
路
の
早
期
整
備

及
び
矮わ

い

小し
ょ
う

道
路
の
解
消
に
向
け
鋭
意
取
り
組
む
よ
う
求
め
る
。

【
環
境
下
水
道
課
】

旧
御
前
崎
地
区
に
お
け
る
合
併
浄
化
槽
設
置
事
業
は
地
区
環
境

改
善
に
有
効
的
な
施
策
で
あ
り
、
国
県
の
補
助
対
象
外
に
も
市
補

助
を
拡
大
で
き
る
よ
う
求
め
る
。

委
員
会
報
告

申　入　書
火葬場単独運営について

　御前崎市議会においては、標題について、本年４月改選前の総合開
発計画策定特別委員会において長期間にわたり議論した結果、牧之原
市との共同運営を解消し、単独にて設置運営をすることが決定してお
りました。
　今回、改選後の総合開発計画策定特別委員会においても、改選前の
結論を尊重し、住民福祉向上に資するべく、牧之原市との共同運営を
解消し、単独にての設置運営を強く求める。

　平成 28年 9月 30日

【
教
育
総
務
課
】

各
学
校
の
校
内
敷
地
の
環
境
改
善
を
行
う
よ
う
求
め
る
。ま
た
、

各
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の
早
期
整
備
を
求
め
る
。

【
給
食
セ
ン
タ
ー
】

多
額
な
給
食
費
の
未
収
金
の
解
消
に
向
け
、
教
育
委
員
会
を
あ

げ
て
取
り
組
む
よ
う
求
め
る
。

【
学
校
教
育
課
】

学
力
に
つ
い
て
は
、
年
度
ご
と
推
移
も
含
め
詳
細
な
学
力
報
告

を
当
委
員
会
に
報
告
す
る
よ
う
求
め
る
。

総
合
開
発
計
画
策
定
特
別
委
員
会

議
員
視
察
研
修

総
務
経
済
委
員
会
視
察
研
修

平
成
28
年
７
月
12
日
～
14
日

視
察
先
及
び
視
察
内
容

○
奥
州
市
役
所
（
岩
手
県
奥
州
市
）

・
奥
州
市
地
域
六
次
産
業
化
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
産
業
な
ど
に
つ
い
て

御
前
崎
市
は
近
年
農
業
の
担
い
手
が
減
少
し
深
刻
な
状
況

に
直
面
し
、
荒
廃
農
地
も
増
加
の
一
途
で
あ
り
、
放
置
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
状
況
で
す
。
総
務
経
済
委
員
会
で
は
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
６
次
産
業
化
を
積
極
的

に
進
め
て
い
る
岩
手
県
奥
州
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

奥
州
市
は｢

食
の
黄
金
文
化｣

と
銘
打
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
、
地
域
資
源
の
野
菜
や
米
で
ま
ち
を
活
性
化
に
導
い

て
い
ま
す
。
民
間
の
発
想
を
生
か
し
、
従
来
の
枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
事
業

を
展
開
し
て

い
ま
す
。
地

元
の
食
材
を

使
っ
た
料
理

コ
ン
ク
ー
ル

や
試
食
会
を

開
催
し
、
そ

の
様
子
は
ブ
ロ
グ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
紹
介
さ
れ
、

多
く
の
人
た
ち
が
奥
州
市
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

御
前
崎
市
で
も
お
茶
や
米
、
魚
、
果
物
な
ど
を
使
っ
た
料

理
を
広
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
幅
広
い
民
間
人

の
知
恵
と
工
夫
を
生
か
す
議
論
を
巻
き
起
こ
し
、
御
前
崎
市

を
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

委
員
会
で
も
引
き
続
き
議
論
を
し
て
い
き
ま
す
が
、
他
市

に
は
な
い
事
業
を
展
開
し
、
観
光
客
か
ら
「
最
近
の
御
前
崎

市
は
違
う
ぞ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
身
近
で
魅
力
あ
ふ
れ

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
気
仙
沼
市
内
復
興
現
場

（
岩
手
県
気
仙
沼
市
）

復
旧
・
復
興
事
業
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、

復
興
現
場
を
視
察
し
ま
し

た
。

気仙沼市復興屋台村 奥州市「食の黄金文化」PRチラシ

フィルタべント付近の視察


